
 

 

 

今を生き抜くために 

副校長 

 現在、いろいろなところで予想外のことが起こることが増えてきたように思います。生徒を取り巻く環境は想像

以上に大変なことになっていると感じています。そんな中でも生徒一人一人が強く生きていくために何をさせたら

よいか私なりに考えてみました。 

１ 規則正しい生活をする。 

  ５月は早寝・早起き・朝ごはん月間でしたが、早起きは三文の徳という言葉があります。夜遅くまで起きてい 

ることより、夜は早く寝て、朝早く起きる方が気持ちにも余裕ができ、不測の事態に対して余裕をもって対応で 

きると思います。東京大学出身のタレントが「夜遅くまで勉強するより、朝早く起きて勉強するほうが、勉強が 

はかどる」と言っていました。夜はだんだん眠くなるけれど、朝はだんだん目が覚めて頭に入るとのことです。 

私も朝型なので、わかる気がします。 

２ 身近な方との人間関係を構築する。 

  昔から、遠い親戚より近くの他人ということわざがあります。日頃から、身近な人と人間関係を築くように心 

がけて行動するようにしておくと良いと思います。何かあったときに相談できる人が身近にいると安心です。人 

間関係はあくまでも対等でなければなりません。どちらか一方が我慢するのではなく、互いが相手を思いやる気 

持ちをもって行動できる関係がベストです。 

３ 失敗を恐れない。 

  いろいろな経験をした人間ほど強いと思います。生徒が失敗したときになぜ失敗したのかを考えさせ、二度と

同じ失敗をしないように指導していくことが大事だと考えます。やはり経験は強い味方です。失敗をしたことよ

り、失敗から学び学習していく姿勢を育みたいです。 

以上、３点ほど今の世の中を生きていくために必要なことを挙げてみました。これ以外にもたくさんあると思 

います。私は元気に過ごせることが一番だと考えております。ぜひ、ご家庭で話していただけると嬉しいです。

よろしくお願いいたします。 
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学校だより 
６月号 

台風の目(１学年) 箱積みリレー(２学年) 

むかで競争(３学年) 



1 月 振替休業日

2 火 弁当持参

3 水 大雨警報のため臨時休業日

4 木  

5 金  

6 土 町会防災訓練会場

7 日  

8 月  

9 火
専門委員会③
定期考査一週間前諸活動停止期間始

10 水 職員会議

11 木  

12 金
教育実習終　運営委員会③
内科検診（３年）

13 土  

14 日  

15 月  

16 火 第1回定期考査

17 水 第1回定期考査

18 木 第1回定期考査　諸活動停止期間終

19 金 領域別テスト（３年）

20 土  

21 日  

22 月 学年朝礼　避難訓練③　Ⅱ期時間割始

23 火  

24 水 修学旅行始（３年）　内科検診（１年）

25 木  

26 金 修学旅行終（３年）

27 土  

28 日  

29 月 全校朝礼　安全指導③
若木祭実行委員会(全体)

30 火 専門委員会④　定期健康診断終

日 曜 行　　　　　　　　事

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

¶馬込文士対大桜まつり 俳句大会 入選 

 特別出張所長賞 ２年４組  

 入選      ２年１組  

 入選      ２年１組  

¶女子バレーボール部 大田区選手権大会第4位   

大田区では、生徒一人ひとりの抱える悩みを早期に発見し、

速やかに対応する強化月間として、６月、１１月及び２月の年

３回を｢子どもの心のサポート月間｣と定めています。  

 各学級では「学級集団調査（WEBQU）」や「いじめに関する

アンケート（メンタルヘルスチェックを含む）」を実施しま

す。学校生活における心や体の調子と学習や人間関係の悩み

を尋ねます。生徒の悩みやストレスを抱えている度合いを把

握し、改善を図るための資料となります。 

この結果を踏まえ、早期に担任やスクールカウンセラー等

が必要に応じて面談を実施するなど、組織的な対応をしてい

きます。生徒のみなさんが心も身体も健康で楽しく学校生活

を送れるようにしていきたいと思っています。 

生活指導主任 

 

先日、学校最大の話し合いの場である生徒総会が行われまし

た。各委員会から報告される活動方針や目標を生徒全員が理解

し、学校をよりよくするために何ができるか考え、各委員会へ

の質問や要望を出し合いました。それをもとに、専門委員会で

は課題に対してどのように解決できるか検討し、当日にむけて

しっかりと準備をしました。当日、委員長が壇上で堂々と発表

する姿、議長団のスムーズな司会進行、みなさんの聞く姿、大

変素晴らしかったです。各委員会が、みなさんが過ごしやすい

学校をつくるためにこれからも活動します。ぜひ、生徒のみな

さんも一人一人がよりよい学校生活を送れるよう考え、行動

し、貝塚中を盛り上げていってほしいと思います。 

生活指導部 


